
１ 第15回GEO本会合（2018年日本開催）では、
2017年から2019年までのGEOの優先連携３分野
（１）持続可能な開発のための2030アジェンダ（SDGs）
（２）気候変動－温室効果ガス観測－

（３）防災

に着目し、各地域（各コーカス）がこれまでの成果及び今後の課題について発表し、
議論する場としたい。

２ 具体的には、

（１）GEOの優先連携３分野（①SDGs、②気候変動、③防災）に対応して、３部のパネル
セッションを設置。

（２）パネリストは各地域の代表者（政府関係者に限らない）。

（３）各地域における成果やサービスの好事例を発表し、情報交換。他国・他地域への
水平展開の可能性や今後の課題等について議論。

（参考）サイドイベント

①各地域における民間セクターの取組の成果・サービスの好事例を取り上げる。

②多様な人材、特に若手人材の参画を促す。
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